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少しずつ肌寒くなり、暖房器具を使い始める家庭も増える秋。

この季節は空気も乾燥するため、火災が発生しやすくなります。

火の使用後の確認はもちろん、暖房器具の点検や周囲の整理

整頓を心がけ、火災を防ぎましょう。

【問合せ】日高中部消防組合消防署予防課 ☎45‐0050

外出時・災害時に役立つモバイルバッテ

リーや充電式電池。便利な半面、扱い方

を間違えると火災につながる危険性があ

ります。

秋秋のの火火災災予予防防運運動動

～火の確認 いい日を支える いい習慣～

消防の仕事を楽しく体験！

家族みんなでぜひ遊びに来てください。

※内容は変更となる場合があります。

一日消防士チビッコ大会1010月月1818日日

日高中部消防組合

消防署

モバイルバッテリーのモバイルバッテリーの

発火・爆発に注意！発火・爆発に注意！

●水消火器体験水消火器体験

●放水体験放水体験

●心肺蘇生法体験心肺蘇生法体験

●防火衣着装体験防火衣着装体験

●消防車内見学消防車内見学

�少しの工夫と準備で地震による

二次被害を防止！

▼ �家具や家電製品を固定することで、地震発

生時の火事のリスクを低減。

▼ �揺れを感知して電気を自動で遮断する「感

震ブレーカー」は地震後の電気火災を防ぐ

のに有効。

地震に備えて火災予防地震に備えて火災予防

� ▼  �暖房器具を使い始める前に正常に動くか、

周りに燃えやすいものを置いていないか必

ず点検。

▼ �火種の小さいタバコを消し忘れると、気付

かないうちに静かに燃え広がることも。

▼ �ガストーチバーナーは正しく使用し、見た

目や臭い、音などに異変を感じたらすぐに

使用を中止する。

▼ �放火火災を防ぐため家の周りにダンボール

や不用品など燃えやすいものを放置しない。

�センサーライトなどで明るく

見通しを良くするのも効果的！

火の取り扱いに注意火の取り扱いに注意

▼  �コンセントとプラグの間に溜まったほこり

は発火の原因になるためこまめな掃除が◎

▼ �タコ足配線による許容電流を超えた使用も

過熱・発火の原因に。

�電気機器の断線や経年劣化も

電気火災のリスクを高めます。

電気も火災の原因に電気も火災の原因に

分別せずに捨てられたモバイル

バッテリーがごみ収集車内で押し

つぶされて発火する事故なども…

▼  衝撃
落とすなどの強い衝撃を与えると発火する恐

れがあります。
▼  温度

車内や日の当たる場所など、高温下での使用・

放置も発火の危険性が高まります。

▼  異変
膨らんでいる・熱くなる・傷があるなど、異

変のある商品は使用を控え、適切に処分しま

しょう。

Instagramで

＼情報発信中／


